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世帯数（世帯） 人口総数（人）

男（人） 女（人）

松本広域連合管内 平成 23.10.1 現在写真提供／宮城県名取市における行方不明者の捜索活動（松本広域消防局）
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東日本大震災における緊急消防援助隊の活動内容

長野県中部を震源とする地震の災害対応記録

３月１１日	 １５時４０分	 総務省消防庁長官から緊急消防援助隊の出動指示
３月１１日	 １８時４５分	 松本広域消防局として第1次隊７隊２２人
	 	 （指揮隊・救助隊・消火隊・救急隊・後方支援隊）を派遣
４月 ３日	 １７時３０分	 最終派遣隊の帰隊により活動終了

６月３０日	 ８時２０分	 松本広域消防局警防本部を設置
	 	 松本市災害対策本部会議に職員を派遣
	 	 消防署・出張所に署所指揮本部を設置
	 	 管内市村の被害状況を確認、災害対応にあたる

◎派遣実績（第１次隊から第９次隊まで）

○救急出場　１３件

○救助出場　　２件

区 　 分

派遣隊数・人員

派  遣  期  間

活  動  場  所

活  動  内  容

（長野県全隊）

３月１１日～４月３日まで　　２４日間

宮城県（多賀城市・七ヶ浜町・塩釜消防署・名取市）

・ボートによる検索救助　　生存者　　３４人救出

・瓦礫下捜索活動　　　　　死　者　　４１人発見

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４０人収容）

・救急搬送　　　　　　　　救急出場　１３７回

・通電に伴う火災警戒活動等

松本広域消防局

３９隊　１６３人

長野県全隊

２６０隊　９６４人

程 　 度

死 　 亡

重 　 症

軽 　 症

負　傷　内　容

右大腿骨骨折

上腕骨骨折、胸部圧迫骨折、額切創

頭部・手甲割創、腰部打撲、擦過傷等

人　数

１

１

１１

状　　況

寝室内の倒壊物品により負傷し脱出不能となった

ホテル２階宿泊室のドアが開放不能となった

場　所

松本市島立

松本市中央
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地震に備えて
－ いま　一人ひとりにできること！ －

○ホームタンク　２０件

○その他（ガス漏れ）　２件

○危険物屋外タンク貯蔵所　２施設

状　　況

ＬＰＧ５０kgボンベ１４本転倒、ガス臭

都市ガス配管ひび割れでガス臭

場　所

松本市並柳

松本市中央

状　況

屋外タンク固定ボルト損傷等

（危険物の漏れなし）

場　所

松本市市場

対　応

損傷箇所の早期復旧

安全対策徹底を指導

　６月３０日、長野県中部を「震度５強」という
大きな地震が襲い、死亡１人・骨折８人・打撲等
９人の人的被害が発生しました。
　被害要因の特徴は、家具類・塀等の倒壊や書
籍類の落下物によるもの、また急な地震に自
ら慌ててしまい転倒したりするものでした。こ
の地震災害を貴重な教訓として、受傷事故を防
止するため「防災チェック」を行い、日頃から防
災意識を高めましょう。

□　家具類の固定・落下防止を
□　枕元に厚手のスリッパを（ガラスや食器は意外な凶器）
□　避難通路の確保を（玄関から出られるとは限りません）
□　非常持出袋の点検（置く場所を決めて準備する）
□　家族同士の連絡方法などを話し合っておく
□　防災知識を身につけましょう

「我が家の防災チェック」

状 　 況

転 　 倒

（うち灯油漏れ）

配管損傷よる漏れ

件 数

１９

(１２)

１

地 区 別 件 数

松本市	 平田、寿、並柳	 各３件

	 出川、南松本、笹部	 各２件

	 双葉、征矢野、笹賀、渚	 各１件

松本市	 芳野	 １件
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要
介
護
認
定
の
審
査
判
定
件
数
は
、
前
年
よ

り
２
千
４
百
件
余
増
の
１
万
９
千
９
百
件
余
あ

り
ま
し
た
。
高
齢
化
率
の
上
昇
と
制
度
の
浸
透

に
よ
り
、
全
体
の
介
護
認
定
審
査
件
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
介
護
認
定
審
査
会
委
員
が
改

選
さ
れ
新
体
制
に
よ
る
審
査
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

広
域
連
合
で
は
、
適
正
な
要
介
護
認
定
事
務

の
実
施
に
向
け
、
関
係
市
村
担
当
課
長
及
び
担

当
者
会
議
、
要
介
護
認
定
初
任
者
研
修
会
、
介

護
認
定
調
査
員
連
絡
会
を
開
催
し
、
関
係
市
村

と
連
携
を
密
に
し
て
、
今
後
も
公
平
・
公
正
か

つ
適
正
な
審
査
会
の
運
営
と
と
も
に
、
円
滑
な

事
務
処
理
に
努
め
ま
す
。　

議
　
長
　
柿
澤　
　

潔

副
議
長
　
藤
原　

廣
德

  

◆
常
任
委
員
会

　

総
務
民
生
委
員
会　

12
人

◎
草
間　

錦
也　

○
松
澤　

好
哲

　

関
川　

芳
男　
　

小
林　

あ
や

　

柿
澤　

   

潔　
　

中
原
巳
年
男

　

中
田　

善
雄　
　

永
田　

公
由

　

髙
橋　
　

淨　
　

芝
山　
　

稔

　

宮
下　

光
晴　
　

内
川　

集
雄　

　

消
防
委
員
会　

12
人

◎
中
原　

輝
明　

○
神
通
川
清
一

　

吉
澤　

弘
迪　
　

忠
地　

義
光

　

藤
原　

廣
德　
　

大
久
保
真
一

　

近
藤　

晴
彦　
　

上
條　

俊
策

　

平
林　

德
子　
　

池
田　

国
昭

　

上
條　

俊
道　
　

牧
野　

直
樹

  

◆
議
会
運
営
委
員
会　

５
人

◎
近
藤　

晴
彦　

○
平
林　

德
子

　

芝
山 　

  

稔　
　

永
田　

公
由

　

吉
澤　

弘
迪

　      

（
◎
印
は
委
員
長　

○
印
は
副
委
員
長
）

　

平
成
23
年
松
本
広
域
連
合
議
会
第
１
回

臨
時
会
に
は
議
案
３
件
が
提
出
さ
れ
、
慎

重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
可
決
、
同

意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
任
期
満
了
に
伴
う
監
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
代
表
監
査
委
員

（
識
見
）に
山
形
村
の
小
林
か
つ
代
氏
、
委

員（
議
会
選
出
）に
塩
尻
市
議
会
議
長
の
永

田
公
由
氏
を
選
任
す
る
人
事
案
件
が
提

出
さ
れ
、
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

  

◆
提
出
案
件（
３
件
）

・
平
成
23
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

・
平
成
22
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

７
月
８
日
、
平
成
23
年
松
本
広
域
連
合
議
会
第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
議
長
及
び
副
議
長
が
選
挙
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
常
任
委
員
及
び
議

会
運
営
委
員
が
選
任
さ
れ
、
新
体
制
で
の
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

平
成
２3
年
松
本
広
域
連
合
議
会
第
１
回
臨
時
会
を
開
催

松
本
広
域
連
合
で
は
、関
係
市
村
か
ら
の
依
頼
を

受
け
、介
護
認
定
審
査
及
び
障
害
程
度
区
分
認
定

審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２２
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
の
審
査
判
定
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

福
祉
・
地
域
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

●介護認定審査●

●障害程度区分認定審査●

※上記の表は、通常審査の件数と構成比を示したものです。

審査会開催回数　42 回

審査会開催回数　478 回

　

障
害
程
度
区
分
認
定
の
制
度
が
開
始
さ
れ
て

か
ら
５
年
目
と
な
り
、
審
査
判
定
件
数
は
、
通

常
審
査
６
４
５
件
、
訓
練
等
給
付
個
別
審
査
21

件
、
計
６
６
６
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
新
規
申
請
の
増
加
と
３
年
毎
の
更
新

申
請
に
よ
る
審
査
件
数
の
大
幅
増
に
対
処
す
る

た
め
、
本
年
度
は
昨
年
度
よ
り
１
合
議
体
５
名

の
審
査
員
を
増
員
し
、
計
３
合
議
体
15
名
の
審

査
会
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

広
域
連
合
で
は
、
新
規
・
更
新
申
請
に
よ
る

審
査
件
数
の
変
動
に
対
応
で
き
る
体
制
の
下
、

効
率
的
な
審
査
会
の
運
営
に
努
め
ま
す
。

要支援1
2,202件
（11.0%)

要支援2
3,593件
（18.0%)

要介護2
3,466件
（17.4%)

要介護1
3,150件
（15.8%)

要介護3
2,487件
（12.5%)

要介護4
2,322件
（11.7%)

要介護5
2,652件
（13.3%)

非該当
67件

（0.3%)

平成22年度
審査件数
計19,939件

区分3
102件

（15.8%)

区分2
151件

（23.4%)

区分4
79件

（12.2%)

区分5
127件

（19.7%)

区分6
110件

（17.1%)

非該当
0件

（0.0%)

平成22年度
審査件数
計645件

区分1
76件

（11.8%)

区　分
非該当(自立）
要支援１
要支援２
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５
合　計

審査件数
67

2,202
3,593
3,150
3,466
2,487
2,322
2,652

19,939

区　分
非該当(自立）

区分１
区分２
区分３
区分４
区分５
区分６
合　計

審査件数
0

76
151
102

79
127
110
645
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○職員の初任給の状況（平成22年4月1日 現在）
区　分

172,200円

140,100円

175,600円

142,300円

Ⅰ種　181,200円
Ⅱ種　172,200円      

140,100円

上　級

初　級

松本広域連合 長　野　県 国

※区分は採用区分で、国及び県では、上級区分を大卒、初級区分は高卒です。

○職員手当の状況
　期末手当・勤勉手当（平成22年度）

区　分
支　給　割　合

期末手当 勤勉手当
1.25月分
1.35月分
2.60月分

0.70月分
0.65月分
1.35月分

　6月期
12月期

計
※職務の級による加算措置があります。

　退職手当の支給割合（平成22年度）

区　分
支　給　率

自己都合 勧奨・定年
23.50月分
33.50月分
41.50月分
59.28月分

30.55月分
41.34月分
50.70月分
59.28月分

勤続20年
勤続25年
勤続30年
最高限度額

　特殊勤務手当の状況（平成22年度）
区　分 内　容　等

96.5%（390人）
164,700円
3種類
出動手当・夜間消防手当・特定行為手当

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給職員１人当たり平均支給年額
特殊勤務手当の種類
特殊勤務手当の名称

　時間外勤務手当（平成22年度）
区　分 支　給　額

 9,503万8千円
 23万5千円

支給総額
支給職員1人あたりの平均支給年額

人事行政の運営等の状況の公表
　人事行政の公平性・透明性の確保を目的とした「松本広域連合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、
職員数・給与・福利厚生・研修などの状況について公表します。

○職員数 ○採用及び退職の状況
1　職員数及び任免の状況

部門
職員数

平成22年 平成23年
一般行政
消　　防
合　　計

11人
392人
403人

0人
中南信消防広域化協議会派遣終了に伴う減   派遣終了分の補充

（消防局長）
△1人
△1人

対前年
増減数 主な増減理由

平成23年度採用者数
平成22年度退職者数

増　　　減

主な増減理由

16人
15人

1人

○人件費の状況（一般会計決算）
2　職員の給与の状況

歳 出 額 （Ａ）区　分
42億6,353万円平成22年度

人 件 費 （Ｂ）
34億8,046万円 81.6%

人件費率（Ｂ/Ａ）

※職員数は非常勤職員を除きます。

※人件費には、特別職に支給される報酬等を含みます。

○職員給与費の状況（一般会計決算）

給　料 職 員 手 当
区　分 職員数

（Ａ）
14億9,290万円

25億7,941万円
平成22年度

給与費 計（Ｂ）
404人

給　　与　　費
期末・勤勉手当

5億2,527万円 5億6,124万円
638万5千円

１人あたり給与費
（Ｂ/Ａ）

※給与費には共済費、退職手当を含みません。

○職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成22年4月1日 現在）
区　分

308,719円
352,827円

384,611円
418,807円

40歳4月
45歳6月

松本広域連合
長　 野　 県

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

※給与月額は、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当等の諸手当を加えた額です。

11人
393人
404人
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○職員共済会の設置及び活動状況
　地方公務員法第42条に基づく職員の保健、元気回復そ
の他厚生に関する事項を実施するため、松本広域連合職
員共済会が、保健保養、教養、体育振興などの事業を行っ
ています。
　職員共済会は、職員からの月会費（給料月額の3.5/1000）
と広域連合負担金（給料月額の2.5/1000）により運営されてい
ます。

※共同研修の延べ受講者数には、関係市村からの受講
者は含まれません。
○職員の勤務評定の状況　　年1回

○その他の手当の状況（平成23年4月1日 現在）
区　分

○勤務時間
3　職員の勤務時間その他の勤務状況

勤務時間
日　勤
当　番

午前8時30分から午後5時15分まで
午前8時30分から翌日の午前8時30分まで	

○分限処分　1件
○懲戒処分　1件

4　職員の分限処分及び懲戒処分の状況（平成22年度）

区　　分 延べ受講者数研修内容
政策研修 等
総務省消防庁
教養実務研修
消防実務研修

東日本大震災における緊急消防援助隊活動状況（宮城県）

25人
1人

601人
25人

共同研修
派遣研修

一般研修

○職員の研修の状況
5　職員の研修及び勤務成績の評定の状況（平成22年度）

健康診断 特定業務従事者検診 人間ドック
309人 32人371人

6　職員の福祉及び利益の保護の状況（平成22年度）

※特定業務従事者健診（6ヵ月ごと1回）
　深夜業などの特定業務に従事する職員を対象
○公務災害の認定　　　　　　　　　　　      なし
○勤務条件に関する措置の要求の状況	 なし
○不利益処分に関する不服申し立ての状況	 なし

平成22年度情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況
　松本広域連合では、開かれた行政を目指して、情報公開の推進と住民の皆さんの個人情報の適正な取扱いに努めています。

１　情報公開の実施状況� （件）

実施機関 不服申立
非公開 取下げ 不存在部分公開公開

処理内訳
請求

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

1
0
0
0
0
1

0
0
0
0
0
0

1
0
0
0
0
1

広域連合長
議会
選挙管理委員会
監査委員
公平委員会

合　　計

実施機関 不服申立
非開示 取下げ 不存在部分開示開示

処理内訳
請求

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

2
0
0
0
0
2

3
0
0
0
0
3

5
0
0
0
0
5

広域連合長
議会
選挙管理委員会
監査委員
公平委員会

合　　計

2　個人情報保護の実施状況� （件）

問い合わせ先　松本広域連合事務局総務課　TEL34-3250

○年次休暇の取得状況
　平成22年中  平均10.4日

※この他、管理職手当、寒冷地手当等の手当が国の制度と同じ内容で支給されます。

○健康診断などの実施状況

扶養手当
地域手当
住居手当
通勤手当

他に生計の手段がなく、主に職員の扶養を受けて生活している親族のある職員に支給されます。
地域の民間賃金水準を給与に適切に反映するよう、民間賃金水準との調整を図るため支給されます。
借家等に居住し、一定額を超える家賃などを支払っている職員に支給されます。
公共交通機関等を利用、または交通用具を使用して通勤する職員に支給されます。

内　　容　　等



●6●6●7

　

山
形
村
か
ら『
や
ま
っ
ち
』が
登
場
で
す
！ 

形
が
特
徴
的
な
赤
い
帽
子
は
、
清
水
寺
の
本

堂
の
屋
根
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
帽
子

に
つ
い
て
い
る
花
は
、
村
の
花
で
あ
る

さ
つ
き
、
胴
体
部
分
は
山
形
村
の
木
・
イ

チ
イ
で
す
。
応
募
総
数
３
３
４
通
の
中
か
ら

選
ば
れ
、
昨
年
11
月
に
誕
生
し
て
以
来
、

日
々
山
形
村
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
た
め
に
頑
張
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
！！ 

そ
し
て
今
年
、
つ
い
に

着
ぐ
る
み
が
完
成
し
、
８
月
15
日
に
行
わ
れ

た
山
形
じ
ゃ
ん
ず
ら
で
は
握
手
会
を
行
う
と

子
供
か
ら
大
人
ま
で
大
勢
の
方
に
囲
ま
れ
て

大
人
気
の
『
や
ま
っ
ち
』
で
し
た
。

　

次
は
、
11
月
６
日（
日
）に
山
形
村
ミ
ラ･

フ
ー
ド
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
道
祖
神
と

新
そ
ば
祭
り
に
登
場
し
ま
す
！ 

皆
さ
ん
か

わ
い
い
『
や
ま
っ
ち
』
に
是
非
会
い
に
来

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
山
形
村
観
光
協
会

       　

  

電 

話（
０
２
６
３
）98

－２
２
０
０

　

差
切
峡
温
泉
坂
北
荘
は
、今
年
４
月
か
ら

業
務
の
見
直
し
に
よ
り
、宿
泊
施
設
か
ら
日

帰
り
温
泉
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。こ
れ
に
伴
い
、サ
ウ
ナ
室
や
脱
衣
室
な
ど

施
設
の
改
修
を
行
い
、８
月
13
日
か
ら
営
業

を
再
開
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
宴
会
場
は

無
料
休
憩
室
と
な
り
、客
室
は
格
安
な
料
金

で
一
日
ゆ
っ
た
り
と
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

場
所
は
、筑
北
村
か
ら
山
清
路
に
至
る
県
道

大
町
麻
績
イ
ン
タ
ー
千
曲
線
沿
い
で
、麻
績
IC

か
ら
車
で
約
10
分
で
す
。こ
れ
か
ら
の
季
節
、

紅
葉
に
映
え
る
差
切
峡
は
絶
景
で
す
。坂
北
荘

の
ご
利
用
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
定
休
日
】
毎
週
木
曜
日

【
お
問
い
合
せ
先
】
差
切
峡
温
泉
坂
北
荘

       　

  

電 

話（
０
２
６
３
）66

－

２
２
２
３

　

数
々
の
名
作
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出

し
て
き
た
「
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
」
。

 

「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」の
制
作
の
た
め
に

は
じ
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
設

計
図「
レ
イ
ア
ウ
ト
」に
は
演
出
の
た
め
の
仕

掛
け
が
秘

め
ら
れ
、ア

ニ
メ
ー
タ
ー

た
ち
の
描
い

た
線
は
生

き
生
き
と

し
た
魅
力

に
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。 

そ

の
誕
生
か

ら
最
新
作

「
コ
ク
リ
コ

坂
か
ら
」ま
で
、ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
必
見
の
レ
イ
ア

ウ
ト
約
１
、３
０
０
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
日
　
時
】 

11
月
27
日（
日
）ま
で 

　

           

９
時
～
17
時（
会
期
中
無
休
）

※
毎
週
金
曜
日
は
、20
時
ま
で
開
館
延
長
。 

　

入
場
は
閉
館
30
分
前
ま
で
に
な
り
ま
す
。

※
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
公
共
交
通

　

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
会
　
場
】 

松
本
市
美
術
館　

       　
　

電 

話（
０
２
６
３
）39

－７
４
０
０

【
入
場
料
】  

一
般
・
大
学
生　

１
１
０
０
円

　

           

中
・
高
生　

９
０
０
円　

　

           

小
学
生　

６
０
０
円　

　

建
設
技
能
を

始
め
各
種
の
も
の

づ
く
り
を「
見
て・

知
っ
て
・
体
験
し
」

親
子
で
楽
し
む
こ

と
に
よ
り
、次
代

を
担
う
若
年
者
の

も
の
づ
く
り
へ
の

関
心
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

「
も
の
づ
く
り
体
験
フ
ェ
ア
」が
開
催
さ
れ
ま

す
。も
の
づ
く
り
体
験
教
室
を
は
じ
め
、技
能
コ

ン
ク
ー
ル
、作
品
展
示
、建
設
機
械
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
な
ど
の
ブ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
24
年
10
月
に
松
本
市
を
主
会

場
に
開
催
さ
れ
る「
技
能
五
輪
全
国
大
会
」の

１
年
前
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、出
場
選
手
等
に

よ
る
公
開
練
習
会
を
は
じ
め
、も
の
づ
く
り
技

能
体
験
、公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
わ
ざ
ま
る
」と

の
記
念
撮
影
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
に
あ
り

ま
す
。多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

【
日
　
時
】
11
月
12
日（
土
）

　
　
　

    

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

           

11
月
13
日（
日
）

　
　
　

    

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
会
　
場
】
松
本
市　

や
ま
び
こ
ド
ー
ム

【
主
　
催
】
長
野
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
、

             

長
野
技
能
五
輪
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

【
入
場
料
】
無 

料

【
お
問
い
合
せ
先
】
長
野
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

       　

  

電 

話（
０
２
６
）２
２
８

－７
２
０
０

◆
も
の
づ
く
り
体
験
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
本
市
）

◆
坂
北
荘
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

      　
　
（
筑
北
村
）

「崖の上のポニョ」 ⓒ 2008 二馬力・GNDHDDT

◆
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
・

　
　

    
レ
イ
ア
ウ
ト
展�  

（
松
本
市
）

◆
山
形
村
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
や
ま
っ
ち
」
が
で
き
ま
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　

            

（
山
形
村
）

市
村
情
報

〜
長
野
技
能
五
輪

　

松
本
地
区
１
年
前
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
〜
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松本地域ふるさと基金事業
松本地域ふるさと基金とは？　平成元年
に松本地域が国の「ふるさと市町村圏」に選定
されたことに伴い、松本地域の振興整備のため
関係市町村の出資及び県の助成により 10 億円
の松本地域ふるさと市町村圏基金を造成しまし
た。これが、現在の松本地域ふるさと基金です。
　平成 20 年度末に、国の広域行政圏施策が廃

止されたことに伴い、平成 21 年度から名称を
現在の松本地域ふるさと基金と改めています。
基金事業とは？　広域連合は、松本地域ふ
るさと基金の運用益を原資として、関係市村と
協力しながら、松本地域の活性化やイメージ
アップを図るためのソフト事業を展開し、松本
地域全体の振興に努めています。

観光 Web サイト「松本広域観光ガイド」
で８市村の観光情報を発信します　

　松本地域のイベント
情 報、 観 光 スポット、
特産品などを、Web サ
イトを通して広く情報
発信しています。
　対応言語：日本語、
英語、韓国語、中国語、
台 湾 語《URL》http://
www.m-kouiki.or.jp/ 

広域観光パンフレットを作成します

　広域観光パンフレットをリニューアルします。
また、パンフレットをデジタル化し観光Ｗｅｂサ
イトで公開するとともに観光宣伝事業に活用し
ます。

ラジオ放送「松本広域・アルプスの風」
にて８市村の最新情報を発信します
　
　松本地域のイベント、施設紹介、行政情報など
をラジオ放送を通して全県下に発信しています。
放送時間：毎週月曜日～金曜日 午後 12 時 35 分
からＳＢＣラジオで放送

 ウォーキングガイドブックを作成します

　東山道をはじめ、中山道、三州街道、善光寺

街道（北国西往還）、千国街道（塩の道）など多
くの歴史の道が残る
松本 地 域のウォーキ
ングガイドブックを作
成し、 健 康 づくり事
業や観光宣伝事業に
活用します。

今年度後半に予定されている事業は？
　⇒首都圏及び中京圏で開催される
　　観光物産展に出展します

　アルプスの風観光推進協議会（※）で、首都圏及

び中京圏で開催される観光物産展に出展し、松本
地域が誇る豊富な観光情報及び特産品を県外マー
ケットにＰＲします。

【出展イベント】

● 全国ふるさとフェア 2011	 ● 信州 ･ 松本地域の物産と観光展
会場：神奈川県横浜市赤レンガ倉庫	 　  会場：愛知県名古屋市金山総合駅

時期：11 月５日（土）～ 11 月６日（日）	 　  時期：11 月 30 日（水）～ 12 月２日（金）

（※）松本地域の観光事業及び地場産業の振興を目的に、松本市、塩尻市、安曇野市、麻績村、生坂村、 

　　  山形村、朝日村、筑北村、東筑摩郡町村会、松本広域連合の 10 団体で構成。
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信州まつもと空港地元利用促進協議会から

～冬期利用促進助成金交付制度のご案内～～冬期利用促進助成金交付制度のご案内～

■助成内容

■助成要件

■申請方法

申込先着６００名

平成24年3月9日（金）

⑴ 対象路線　次の信州まつもと空港発着便を往復で利用すること。
① 松本⇒札幌 211便（松本発10:10→札幌着11:45）　　② 札幌⇒松本 212便（札幌発12:45→松本着14:35）　　
③ 松本⇒福岡 203便（松本発15:35→福岡着17:30）　　④ 福岡⇒松本 202便（福岡発  8:00→松本着  9:30）
※ 空港発着時刻は、平成23年10月30日～平成24年３月24日の運航ダイヤです。

⑵ 発券要件　個人券であること。（団体券は対象外となります。）

⑴ 搭乗後、代表者が所定の申請用紙に搭乗を証明できるもの（名前の入った申請する人数分の搭乗券）を添付して、
　 次の協議会事務局にお申し込みください。

⑵ 次の協議会加盟の旅行代理店で航空券類を購入した場合

■お問い合わせ
信州まつもと空港地元利用促進協議会事務局
〒390-0874　松本市大手3-8-13　松本市役所観光温泉課内　TEL 0263-34-8307
※ お問い合わせは、平日（土日、祝日を除く）の8時30分～17時の間にお願いします。

搭乗後、代表者が所定の申込用紙に搭乗券を添付して、お買い求めいただいた旅行代理店にお申し込みください。
旅行代理店から規定の助成金をお支払いします。
※ 詳しくは協議会加盟旅行代理店にお問い合せください。

⑶ 住所要件　次のいずれかに該当すること。
① 松本市・塩尻市・大町市・安曇野市・池田町・筑北村・麻績村・生坂村・山形村・朝日村・松川村・白馬村・小谷村
  （以上４市１町８村）にお住まいの方
② 上記の市町村区域内に通勤又は通学する方　　　

⑷ 人数要件　前項までに該当する者が２名以上いるグループ等であること。（ただし、有償旅客者に限る。）

※ 助成金は、以下の全ての要件を満たしているとき、要件を満たしている人数分交付されます。

2名以上でご利用の場合……１名あたり往復５，０００円

平成23年11月1日（火）～平成24年2月29日（水）
（注意）期間内であっても600名に達した時点で終了とさせていただきます。

● 〒390-0874 松本市大手3-8-13 松本市役所観光温泉課内 TEL 0263-34-8307
● 〒399-0786 塩尻市大門7-3-3 塩尻市役所観光課内 TEL 0263-52-0280
● 〒398-8601 大町市大町3887 大町市役所観光課内 TEL 0261-22-0420
● 〒399-8303 安曇野市穂高6658 安曇野市役所観光課内 TEL 0263-82-3131

● ＪＴＢ中部松本支店 TEL 0263-35-3311 ● 日本旅行松本支店 TEL 0263-34-5555
● トップツアー松本支店 TEL 0263-36-3535 ● 近畿日本ツーリスト松本支店 TEL 0263-36-4891
● 農協観光松本支店 TEL 0263-51-0250 ● 長野トラベル松本営業支店 TEL 0263-28-8211

注意
事項

　(1)　窓口での申請のみとなり、郵送による申請はできません。
　(2)　団体券は対象外となります。（申請には個人名の入った搭乗券が必要です。）
　(3)　搭乗券を紛失した場合は、搭乗証明（信州まつもと空港の搭乗カウンターで発行）を添付してください。
　(4)　旅行の取消しや欠航の場合は、助成の対象となりません。
　(5)　片道が欠航した場合は欠航証明書を添付してください。片道分の2,500円が対象となります。

対 象 人 数

対象となる搭乗期間

申 請 期 限

助 成 金 額

信州まつもと空港地元利用促進協議会では、冬期のさらなる空港利用促進を図ることを目的に、
期間内2名以上のグループ等で信州まつもと空港を往復で利用した方に助成金を交付します。
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塩
尻
市
で
は
、市
民
が
愛
着
と
誇
り
を
持
て

る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
、本
市
の
知
名
度
を

た
か
め
る
た
め
、ブ
ラ
ン
ド
推
進
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
と
お
り
、塩
尻
市
は
全

国
有
数
の
ぶ
ど
う
の
産
地
で
、高
品
質
な
ぶ
ど

う
を
原
料
に
醸
造
さ
れ
る「
塩
尻
ワ
イ
ン
」は
、

明
治
31
年
に
県
内
で
初
め
て
ワ
イ
ン
が
醸
造

さ
れ
て
か
ら
１
０
０
年
を
超
え
る
歴
史
と
伝
統

の
中
で
育
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。現
在
、ワ
イ
ナ

リ
ー
８
社
の
ほ
か
、全
国
の
高
校
で
は
珍
し
い

ワ
イ
ン
の
醸
造
免
許
を
持
つ
塩
尻
志
学
館
高
校

も
あ
り
、ワ
イ
ン
は
塩
尻
市
民
に
密
着
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。平
成
14
年
度
よ
り
始
ま
っ

た「
長
野
県
原
産
地
呼
称
管
理
制
度
」で
は
、認

定
品
の
約
７
割
を
塩
尻
ワ
イ
ン
が
占
め
て
お

り
、そ
の
品
質
は
高
く
評
価
さ
れ
、国
内
外
の

ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
も
優
秀
な
成
績

を
収
め
て
お
り
ま
す
。特
に
欧
州
系
の
赤
ワ
イ

ン
部
門
に
お
い
て
は
、日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。ま
た
、「
桔

梗
ヶ
原
」の
名
前
は
世
界
の
ソ
ム
リ
エ
の
間
で
も

秀
逸
な
赤
ワ
イ
ン
の
銘
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、木
曽
平
沢
で

４
０
０
有
余
年
に
わ
た
り

先
人
の
知
恵
と
技
を
継

承
し
つ
つ
軽
や
か
に
進
化

を
遂
げ
な
が
ら
伝
統
工

芸
品
と
し
て
受
け
継
が

れ
て
い
る「
木
曽
漆
器
」。

N
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小

説“
お
ひ
さ
ま
”を
は
じ

め
数
々
の
Ｃ
Ｍ
や
ド
ラ
マ
、

映
画
の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た「
奈
良
井
宿
」は
、生

活
を
し
な
が
ら
江
戸
時
代
の
た
た
ず
ま
い
を
現

在
に
残
し
、訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
塩
尻
市
で
生
ま
れ
た
郷
土
料

理
「
山
賊
焼
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
市
内
の

山
賊
焼
の
提
供
店
で
つ
く
る
塩
尻
山
賊
焼
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
結
成
し
、「
信
州
し
お
じ
り
発
祥

Ｔ
Ｈ
Ｅ
山
賊
焼
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
も
と
、

特
製
の
ぼ
り
旗
や
、
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
、
漆
塗
り

の
会
員
プ
レ
ー
ト
を
作
成
し
、
毎
年
３
月
８
日

を
塩
尻
山
賊
（
３
ぞ
く
）
焼
（
８
き
）
の
日

と
定
め
、
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、

山
賊
焼
発
祥
の
ま
ち
と
し
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、人
・
自

然・歴
史・文
化・産
業

な
ど
の
地
域
資
源
と

ワ
イ
ン・
漆
器
・
山
賊

焼
と
い
っ
た
地
域
産

品
を
効
果
的
に
活

用
し
な
が
ら
市
内
を

は
じ
め
県
内
外
へ
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
簡
単
に

塩
尻
ブ
ラ
ン
ド
に
つ

い
て
お
話
し
ま
し
た
が
、
塩
尻
の
地
域
資
源
や

産
品
の
魅
力
を
「
見
に
」、「
食
べ
に
」、「
触

れ
に
」
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

Vol.12

【
塩
尻
市
】
塩
尻
ブ
ラ
ン
ド
の
紹
介

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見

制定した塩尻市
「ロゴマーク・キャッチフレーズ」

特産のぶどう

塩尻産ワイン

重要伝統的建造物群保存地区「奈良井宿」

1998 長野冬季オリンピック入賞メダル

信州しおじり発祥ＴＨＥ山賊焼
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○ 平成２３年は、火災が増加傾向にあります。
既に１６９件（９月末現在）発生し、昨年同時
期と比べ46件増加しています。

	 特に、たき火・畔焼きなどによる火災が多く
なっています。空気が乾燥し、風が強い日に
は、火を焚かないでください。

○ １１月９日から１１月１５日まで、全国一斉
に秋の火災予防運動が実施されます。家庭
や職場でも「火の用心」に心がけ、火災のな
いまちづくりにご協力ください。

火災件数が増加しています！

風が強い日は、たき火をしない！
たき火から、目を離さない！
必ず消火を確認する！
「野焼き」は原則として禁止！

住宅用火災警報器の設置
は義務です。
あなたのお宅
には設置して
ありますか？

❶ ストーブへの灯油補給は、火を消してから。

❷ 灯油か確認。ガソリンは絶対だめ。

❸ 燃えやすいものをストーブの近くに置かない。

❹ 外出時や就寝時は、必ず消火。

❺ 200ℓ以上のホームタンクには防油堤を設置する。

❻ ポリ容器へ小分けする際、絶対その場を離れない。

❼ 小分けしたら、タンクのバルブをしっかり閉める。

 “油”断大敵  
－ 石油ストーブとホームタンクの扱い  －
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①　NHK総合テレビ　を選局
②　リモコンの　データ（ｄ）ボタン　を押す
③　休日夜間医療　を選択　⇒　日付と地域　を選択

１１９番は「緊急通報用」です！！
○ 昨年の119番通報（21,986件）のうち、災害通報に直接関係ない通報

が4,625件もあります。119番は緊急通報専用の電話です。相談
や問合せには応じられませんのでご理解とご協力をお願いします。

地上デジタル放送から緊急医の情報を見ることができます。

－救急当番医・災害情報を知りたいときは－

119番への間違った問い合わせ例

電話による案内　0263-35-9111
自動音声による救急当番医、火災情報の案内です。

FAXによる案内　0263-28-9898
最新の災害情報及び救急当番医情報をFAXで入手できます。
   ● ダイヤルした後、約３０秒後に【＃�１】を押し、約１５秒後に
　   【受信スタート】し、受話器を置いてください。

パソコンから 

携帯電話は、右のQRコードからアクセス　

問 い 合 わ せ 内 容

火事はどこ？どこのお宅が火事？
サイレンが聞こえたけど何かあったの？
今日の救急当番医はどこ？
電気がつかないけど停電ですか？

道路は通行止めですか？

中部電力へお問い合わせください。

道路を管理する事務所等へお問い
合わせください。

松本広域消防局

NHK総合テレビの「休日・夜間救急」をご存じですか？

回　　　答

３５－９１１１
へおかけ直しください。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
発
行  

第
二
十
六
号
　
編
集
・
発
行
／
松
本
広
域
連
合
　
住
所
／
松
本
市
大
手
三
丁
目
八
番
十
三
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
刷
／
株
式
会
社
綜
合
印
刷
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